
認
識
の
一
致
が
進
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

②
ま
た
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
３
０
０
０

万
署
名
が
過
去
最
高
の
署
名
集
約
数
と
な

り
、
安
倍
政
治
を
変
え
た
い
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
あ
ふ
れ
た
１
年
間
だ
っ
た
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

③
引
き
続
き
方
針
と
し
て
、
安
全
安
心
・

憲
法
が
活
き
る
三
重
を
め
ざ
し
、
8
地
域

全
て
に
地
域
労
連
、
29
市
町
に
ユ
ニ
オ
ン

結
成
で
、
単
産
単
組
を
支
え
１
万
人
み
え

労
連
を
目
指
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
17
名
か
ら
活
発
な
質
疑
・
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
会
館
管
理
委
託
金
は
ど
う

使
わ
れ
た
の
か
？
」
「
２
０
１
８
運
動
方
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み
え
労
連
は
９
月
９
日
（
日
）
三
重
県
教
育
文
化
会
館
で
第
30
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
１
年
間

の
総
括
と
次
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
16
の
組
織
・
地
域
か
ら
40
名
の
代
議

員
（
定
数
45
名
）
を
は
じ
め
70
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
全
労
連
よ
り
小
田
川
義
和
議
長
が
出
席

し
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
17
名
の
代
議
員
が
発
言
し
、
最
後
に
２
０
１
８
年
度
方

針
案
ほ
か
提
案
さ
れ
た
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
18
名
の
新
し
い
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

来賓挨拶

全労連小田川議長

み
え
労
連
第
30
回
定
期
大
会
を
開
催

単産（10％増）・地域（8地域に地域労連）一体で、1万人みえ労連を！

来賓挨拶

日本共産党

岡野恵美県議

大会参加の代議員のみなさん

代議員の

発言より

財政報告

高岡事務局長

総括と方針の提案

新家副議長

議長団 小山さん・水野さん

年
金
裁
判
が
来
年
７
月
に
判

決
を
迎
え
ま
す
。
是
非
勝
利
し

た
い
。
み
え
労
連
議
案
書
に

「
年
金
下
げ
る
な
裁
判
を
支
援

す
る
会
（
三
重
）
の
結
成
提
案

が
あ
れ
ば
幹
事
会
で
検
討
し
ま

す
」
と
あ
る
の
は
心
強
い
。

聖
母
の
家
学
園
で
、
子
ど
も
の
生
活
を
支

え
将
来
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
可
能
性
を
地
域
の
中
で
試

す
の
は
や
り
が
い
が
あ
る
。
で
も
残
業
が
増

え
る
し
、
自
分
の
生
活
も
守
り
た
い
。
卒
業

生
の
１
割
は
就
職
す
る
が
、
正
社
員
は
少
な

い
。
政
府
機
関
の
雇
用
率
の
嘘
は
ゆ
る
せ
な

い
。
４
０
０
０
名
が
仕
事
を
得
る
チ
ャ
ン
ス

を
奪
っ
た
。
み
え
労
連
は
10
年
以
上
「
三
重

県
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
」
が
全
国
最
下
位

と
指
摘
し
、
三
重
県
や
関
係
者
へ
働
き
か
け
、

20
位
と
な
っ
た
。
大
い
に
評
価
し
た
い
。飯田さん

（年金者組合）

山下さん

（聖母の家学園）

臼
井
議
長
の
開
会
挨
拶
、
お
二
人
の
来

賓
挨
拶
を
受
け
て
、
新
家
副
議
長
か
ら
総

括
と
方
針
の
提
案
、
伊
藤
幹
事
か
ら
大
会

運
営
規
則
改
定
、
高
岡
事
務
局
長
か
ら
財

政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

提
案
で
は

①
対
話
と
共
同
の
運
動
が
大
き
く
前
進
し

た
こ
と
、
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
、
憲
法
キ
ャ

ラ
バ
ン
な
ど
で
、
自
治
体
と
の
対
話
が
大

き
く
進
み
、
信
頼
関
係
が
増
し
た
こ
と
、

春
闘
期
の
経
営
者
団
体
、
県
内
に
本
社
機

能
の
あ
る
大
手
企
業
と
の
懇
談
で
も
現
状

針
案
と
２
０
１
７
年
度
総
括
を
一
本
に
し

た
理
由
は
？
」
な
ど
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
「
会
館
管
理
費
は
各
団
体
か
ら
の
委
託

金
を
み
え
労
連
が
預
か
り
、
会
館
維
持
に

使
う
こ
と
で
承
認
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
」

「
総
括
と
方
針
を
一
本
化
し
た
の
は
、
時

間
内
に
効
率
よ
く
説
明
す
る
た
め
に
、
各

章
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
総
括
と
方
針
を
入
れ

た
。
」
と
の
執
行
部
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
、
各
代
議
員
の
発
言
を
、
写
真
と

共
に
紹
介
し
ま
す
。
（
順
不
同
）

み
え
労
連
史
上
最
高
の
峰
で

大
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

皆
さ
ん
の
奮
闘
に
感
謝
し
ま
す
。

伊
賀
名
張
ユ
ニ
オ
ン
が
出
来
た
。

松
阪
労
連
も
結
成
の
予
定
。
労

働
時
間
調
査
で
三
重
は
全
国
平

均
を
上
回
る
結
果
が
出
た
。
今
、

要
求
と
政
治
が
直
結
し
て
い
る

時
代

政
治
を
変
え
な
い
と
暮

ら
し
は
変
わ
ら
な
い
。
平
和
で

あ
っ
て
こ
そ
、
労
働
運
動
が
で

き
る
。
今
大
会
、
活
発
な
議
論

を
お
願
い
し
た
い
。

相
次
ぐ
災
害
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
現
行
の
被
災
者
支
援
法
は

上
限
３
０
０
万
円
で
あ
り
、
復
旧
に

は
足
り
な
い
。
安
倍
政
治
は
労
働
者

の
願
い
に
反
す
る
こ
と
ば
か
り
だ
。

野
党
共
闘
で
反
撃
し
よ
う
。
危
険
な

安
倍
改
憲
発
言
、
署
名
を
は
じ
め
と

す
る
運
動
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て
改

憲
を
阻
止
し
よ
う
。
辺
野
古
に
基
地

を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
、
翁
長
後
継

玉
木
デ
ニ
ー
知
事
を
必
ず
実
現
し
よ

う
。
そ
の
た
め
に
物
心
両
面
の
支
援

を
沖
縄
に
集
中
し
よ
う
。

最
高
の
峰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
雇
用
者
所
得
は
減
っ

て
い
る
。
大
企
業
へ
の
優

遇
が
県
税
増
加
に
結
び
付

い
て
い
な
い
。
最
賃
、
非

正
規
労
働
、
女
性
賃
金
向

上
、
な
ど
労
働
者
の
権
利

を
県
政
の
場
で
守
り
た
い
。

共
産
党
の
議
席
が
少
な
い

の
は
悔
し
い
が
、
野
党
共

闘
の
要
と
し
て
頑
張
り
た

い
。

最
高
の
組
合
員
数
で
大
会
を
迎
え
る

３
０
０
０
万
人
署
名
で
安
倍
改
憲
を
阻
止
し
よ
う

開会挨拶

みえ労連臼井議長

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
、

残
業
何
と
か
し
た
い

若
い
人
に
も
関
係
あ
る

年
金
裁
判
を
応
援
し
て

規則改定の提案

伊藤幹事

当面の活動

① 2018年9月21日

9組合1万人で共同して 県人事委員会へ

賃金改善の要望（２面下参照）

② 2018年10月初め

29市町13病院15教委と三重県と懇談
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楠井さん

（福保労ぐみの木分会）

三重県人事委員会へ要請
生計費原則をふまえた積極的な賃金改定を

西崎さん（三重国公）＋全厚生争議団

代議員の発言より

高
校
教
員
が
退
職
し
て
、
今
は

年
金
者
組
合
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
る
。
自
治
体
懇
談
を
す
る

と
市
長
が
教
え
子
だ
っ
た
り
し
て

懇
談
は
実
に
和
や
か
だ
。
３
０
０

０
万
署
名
の
時
に
は
、
年
金
者
組

合
の
加
入
届
も
持
っ
て
い
く
。
あ

る
高
校
の
校
長
の
奥
さ
ん
に
届
け

た
ら
、
署
名
と
組
合
加
入
届
を
持
っ

て
き
た
。
ね
が
わ
く
ば
、
南
勢
労

連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
も
ら

い
た
い
。ロ

ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
は
地
域
ご
と
に

ま
と
ま
っ
て
作
る
個
人
加
盟
の
組
合
。

新
し
く
で
き
た
伊
賀
名
張
ユ
ニ
オ
ン
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ
て
、
市
民
に

見
え
る
。
松
阪
労
連
の
結
成
に
は
ユ
ニ

オ
ン
が
役
割
を
果
た
し
た
。

介
護
医
療
ッ
ト
が
県
医
労
連

に
加
入
。
三
重
の
取
り
組
み

が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
全
労
連
元
副
議
長
も

「
注
目
は
三
重
だ
、
二
つ
の

地
域
労
連
か
ら
出
発
し
て
、

各
地
に
地
域
労
連
を
作
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
要
は
ロ
ー
カ

ル
ユ
ニ
オ
ン
だ
」
と
書
い
て

い
る
。
労
働
組
合
は
職
場
企

業
に
つ
く
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
非
正
規
が
増
え
て
い
る
中
で

は
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
が
大
事
。
労
働

組
合
は
作
る
も
の
で
は
な
く
入
る
も
の

だ
。
全
労
連
議
長
へ
の
お
願
い
＝
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
全
国
集
会
を
し
て
ほ

し
い
。

桑
名
市
唯
一
の
障
害
者
支
援

施
設
で
起
こ
っ
た
セ
ク
ハ
ラ
パ

ワ
ハ
ラ
事
件
。
桑
員
労
連
・
北

勢
労
連
・
自
治
労
連
が
応
援
し

て
解
雇
撤
回
、
新
し
い
理
事
長

と
も
力
を
合
わ
せ
、
問
題
あ
る

上
司
を
追
放
し
て
県
内
有
数
の

支
援
が
出
来
る
施
設
を
目
指
し

て
い
る
、
結
成
し
た
組
合
を
応

援
し
た
い
。

組
織
拡
大
は
単
組
で
の
取
り

組
み
を
中
心
に
、
共
済
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
学
習
会
や

キ
ャ
ン
プ
の
取
り
組
み
で
活
性

化
を
図
り
た
い
。

全
厚
生
が
取
り
組
ん
で
い
る

社
保
庁
不
当
解
雇
裁
判
は
す
で

に
８
年
が
経
過
し
て
い
る
。
名

古
屋
高
裁
不
当
判
決
を
く
つ
が

え
す
た
め
に
署
名
に
協
力
を
。

今
年
の

大
阪
合
研

に
三
重
か

ら

93
名
が

参
加
し
た
。

給
食
関
係

者
も
研
修
の
場
が
ほ
し
い
と

い
う
声
で
始
ま
っ
た
「
給
食

セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
来
年
は
三

重
伊
勢
皇

學
館
大
学
で
行
わ

れ
る
。
県
内
に
は
子
ど
も
食

堂
や
相
可
高
校
の
高
校
生
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
な

ど
あ
る
の
で
、
地
域
と
も
つ

な
が
っ
て
い
き
た
い
。

今
年
も
も
う
じ
き
市
交
渉
で

す
。
職
場
の
願
い
を
組
合
員
一

人
ひ
と
り
が
市
の
担
当
者
に
直

接
訴
え
ま
す
。
公
立
と
私
立
の

保
育
士
の
賃
金
の
差
を
少
し
で

も
改
善
し
て
欲
し
い
で
す
。

労
働
相
談
が
増
え
て
き
た
。

高
校
私
学
で
は
解
雇
撤
回
を

実
現
し
、
組
織
拡
大
に
つ
な

が
っ
た
。
非
正
規
が
多
い
の

で
、
交
渉
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
。
労
働
相
談
体

制
の
強
化
が
課
題
だ
。

中
電
で
パ
ワ
ハ
ラ
裁
判
を

た
た
か
っ
て
い
る
。
か
つ
て

は
１
年
間
の
教
育
期
間
が
あ
っ

た
が
今
で
は
５
ヶ
月
。
「
大

学
で
遊
ん
ど
っ
た
ん
か
」
な

ど
の
暴
言
に
耐
え
き
れ
ず
若

者
が
自
殺
。
会
社
は
ま
ず
い

と
思
っ
て
。
記
録
の
残
る
業

務
用
パ
ソ
コ
ン
を
撤
去
し
て

し
ま
っ
た

労
災
に
認
定
を

求
め
る
署
名
よ
ろ
し
く
。

中
勢
地
域
労
組
の
応
援
で
日
東

電
工
支
部
を
結
成
し
て
6
年
、
少

し
ず
つ
改
善
し
て
き
た
。
今
、
会

社
は
希
望
職
退
職
を
募
集
し
、
応

じ
な
け
れ
ば
解
雇
と
い
う
攻
撃
を

か
け
て
き
て
い
ま
す
。
会
社
に
団

体
交
渉
に
応
じ
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。
今
年
は
頑
張
っ
て
み
ん
な

で
無
期
雇
用
転
換
の
申
し
込
み
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を

よ
ろ
し
く
。

池田さん

（南勢労連）

加藤さん

（桑員労連）

奥野さん

（南勢ユニオン

加納さん

（自治労連）

向井さん

（鈴亀ユニオン）

鬼頭さん

（東紀州）

立石さん

（中勢地域労組）

大川さん

（自治労連）

東さん

（東紀州）

尾
鷲
市
職
労
だ
が
、
み
え
自
治

労
連
や
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
に

参
加
し
頑
張
っ
て
い
る
。
積
極
的

に
役
員
を
引
き
受
け
て
い
る
。

全
労
連
共
済
は
保
障
の
幅
が
広
い
。

多
く
の
人
に
入
っ
て
貰
え
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
強
め
た
い
。

教
育
ネ
ッ
ト
で
は
現
職
が
減
っ
て
退
職

者
が
増
え
て
い
る
。
若
者
を
増
や
す
こ
と

が
課
題
。
退
職
者
が
元
気
で
底
で
支
え
て

い
る
。
教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
も
そ
の
一
つ
。

昨
日
総
会
を
開
い
た
。
よ
い
議
論
が
で
き

た
。
現
場
は
先
生
が
い
な
く
て
困
っ
て
い

る
。
病
休
を
取
っ
た
代
わ
り
が
来
な
い
。

い
わ
ゆ
る
未
配
置
問
題
。
一
人
減
る
と
大

変
。
産
休
を
と
る
の
も
不
安
。
担
任
が
い

な
く
な
っ
た
学
校
で
は
専
科
の
人
が
担
任

に
な
り
、
そ
の
分
は
ほ
か
の
担
任
が
自
分

で
授
業
す
る
た
め
忙
し
い
。
正
規
を
置
か

ず
臨
時
で
置
く
ば
か
り
。
臨
時
教
員
制
度

の
問
題
だ
。
臨
時
教
員
の
会
が
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
。
自
由
記
述
で
は
３
０
ペ
ー

ジ
以
上
に
わ
た
っ
て
そ
の
苦
し
み
が
書
か

れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
教
育
行

政
に
生
か
さ
れ
て
ほ
し
い
。

三
重
の
医
療
介
護
は
全
国
的
に
も

最
低
レ
ベ
ル
。
児
童
扶
養
手
当
７
％

し
か
な
い
。
朝
日
新
聞
で
も
三
重
の

実
情
報
道
。
国
保
料
高
い
の
に
医
療

費
を
使
わ
な
い
。
全
国
５
位
。
医
師

も
看
護
婦
も
病
床
も
足
り
な
い
。
病

床
を
減
ら
す
と
経
済
の
マ
イ
ナ
ス
で

４
０
０
０
人
近
い
雇
用
が
奪
わ
れ
る
。

何
度
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
交

流
。
介
護
職
場
の
賃
金
は
低
く
、
辞

め
た
い
人
が
６
割
も
い
る
。
三
重
県

で
は
18
人
に
一
人
が
医
療
介
護
の
従

事
者
だ
が
、
組
織
さ
れ
て
い
な
い

運
動
を
強
め
て
い
き
た
い
。藤井さん

（医労連）

大原さん

（教育ネット）

北
勢
労
連
の
事
務
局
長
代
行

を
し
て
い
る
。
こ
の
15
年
間
で

北
勢
労
連
は
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発

し
て
23
組
合
８
０
０
人
以
上
増

え
た
そ
う
だ
。
20
代
か
ら
70
代

ま
で
全
て
の
年
代
が
い
る
多
士

済
々
の
幹
事
会
。
も
っ
と
も
若

い
私
は
、
教
え
て
も
ら
っ
て
青

年
部
を
作
り
伝
統
を
引
き
継
ぎ

た
い
。

中山さん

（北勢労連）

４
月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
労

働
組
合
で
す
。
相
談
は
圧
倒
的
に

パ
ワ
ハ
ラ
が
多
い
。
。
ほ
か
の
労

働
組
合
に
入
っ
て
い
る
の
に
親
身

に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
と
相
談

に
来
る
人
も
い
る
。
若

い
労
働
者
を
守
っ
て
い

き
た
い
。

伊賀名張地域一般労働組合（伊賀名張ユニオン）

の加盟が承認されました

加盟承認を受けて挨

拶する赤瀬川さん

（伊賀名張ユニオン）

臨
時
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を

教
育
行
政
充
実
に
活
か
し
た
い

医師看護師数は全国最低レベルの40位前後

介護職員の賃金底上げを

楽
し
い
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
、

市
長
や
幹
部
職
員
は
教
え
子

全国から注目されている

みえ労連の地域からの運動

北
勢
労
連
で
青
年
部
を

作
り
た
い

「上司からあす首！」と言われて、組合結

成し、逆に「その上司をけん責処分」に

「
無
期
転
換
」
で
雇
用
確
保
、

組
合
員
が
増
え
た

来年秋、伊勢市で

全国保育所給食セミナー

若
い
中
電
社
員
が
自
死

署
名
に
ご
協
力
を

公私間格差是正で毎年鈴鹿市と交渉

裁判や仲間増やしを頑張っている

若い役員が頑張っている全労連共済加入を外国人労働者への不当な差別撤廃を

朝倉次長に要請文を手渡す臼井議長

9月21日、みえ労連は、９組合１万人が共同して、三重県人事委

員会に賃金改善の要望を行いました。要請には臼井議長を先頭に、

国公労連、自治労連、教育ネットなど６名が参加し、人事委員会か

らは朝倉次長など３名が対応しました。

要請書に名を連ねたのは以下の組合です。（順不同）

三重県労働組合総連合、三重県国家公務関連労働組合共闘会議、日

本自治体労働組合総連合三重県本部、みえ教育ネットワーク教職員

ユニオン、三重県教職員組合北勢地区高等学校支部、三重県教職員

組合南勢地区高等学校支部、四日市市職員労働組合連合会、三重短

期大学教員組合、三重県厚生連労働組合、三重県単位農協労働組合


